
と
う
も
ろ
こ
し
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト

耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵

抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

1
6
2系
統
と
除
草
剤
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系
統
を
掛
け
合

わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

1
6
2系

統
と
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ

Ｒ
6
0
4系
統
と
除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系
統
を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

と
う
も
ろ
こ
し
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗
性
及
び
除
草
剤
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト

耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

B
t1
1系
統
と
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵

抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

1
6
2系
統
と
コ
ウ
チ
ュ
ウ

目
害
虫
抵
抗
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｉ
Ｒ

6
0
4系
統
と
除

草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｇ
Ａ
2
1系
統

を
掛
け
合
わ
せ
た
品
種

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
シ
ー
ド
株
式
会
社

平成™™年š月Ÿ日 月曜日 第œ™��号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
一
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
健
康
保
険
組
合
の
合

併
を
認
可
し
た
の
で
、
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

合
併
後
消
滅
す
る
健
康
保
険
組
合

（
一
）

健
康
保
険
組
合
の
名
称

び
わ
こ
銀
行
健
康
保
険
組
合

（
二
）

事
務
所
の
所
在
地

滋
賀
県
大
津
市
中
央
四
丁
目
五
番
十
二
号

（
三
）

設
立
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
び
わ
こ
銀
行

滋
賀
県
大
津
市

二

合
併
後
存
続
す
る
健
康
保
険
組
合

（
一
）

健
康
保
険
組
合
の
名
称

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
健
康
保
険
組
合

（
二
）

事
務
所
の
所
在
地

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
一
丁
目
二
番
四
号

（
三
）

設
立
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

大
阪
府
大
阪
市

外
五
事
業
所

三

認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
二
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る

健
康
保
険
組
合
の
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
事
務
所
の
所
在
地
を
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
日
を
も
っ
て
同
表
の
第
四

欄
に
掲
げ
る
所
在
地
に
変
更
す
る
こ
と
に
係
る
規
約
の
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
の
で
、
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正

十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

健
康
保
険
組
合
名

事
務
所
区
分

変
更
前
の
所
在
地

変
更
後
の
所
在
地

変
更
年
月
日

エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
健
康
保
険
組

合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁

目
十
九
番
十
九
号

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
丁

目
九
番
十
号

平
成
二
十
年
十

一
月
一
日

太
平
洋
セ
メ
ン
ト

健
康
保
険
組
合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
中
央
区
明
石
町
八
番

一
号

東
京
都
港
区
台
場
二
丁
目
三

番
五
号

平
成
二
十
一
年

五
月
一
日

ぺ
ん
て
る
健
康
保

険
組
合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網

町
七
番
七
号

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
二

丁
目
一
番
六
号

平
成
二
十
一
年

十
二
月
三
日

東
亜
建
設
工
業
健

康
保
険
組
合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五

番
地

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁

目
十
三
番
八
号

平
成
二
十
一
年

十
二
月
二
十
一

日

大
倉
健
康
保
険
組

合

主
た
る
事
務
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

三
丁
目
四
番
二
十
三
号

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

二
丁
目
北
二
番
十
一
号

平
成
二
十
二
年

一
月
四
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
嘉
麻
市
椎
木
字
上
椎

九
一
の
一
、
字
サ
コ
五
一
八
、
五
三
四
、
五
六
六
、
五

六
七
、
五
七
一
、
五
七
七
の
一
、
五
九
三
、
五
九
四
、

字
祝
儀
六
二
七
、
六
七
六
、
六
八
八
、
六
九
〇
、
六
九

六
、
六
九
八
、
七
〇
〇
、
七
〇
一
、
七
〇
五
、七
〇
六
、

七
一
〇
、
七
一
三
、
七
一
四
、
七
二
〇
か
ら
七
二
四
ま

で
、
七
三
五
、
七
三
六
、
七
四
八
、
七
五
九
、七
六
一
、

七
六
三
、
七
六
七
、
七
七
三
、
七
七
四
、七
七
五
の
一
、

七
七
五
の
二
、
七
七
六
、
七
七
七
、
字
水
谷
七
八
四
、

七
八
六
の
二
、
七
九
三
、
七
九
九
か
ら
八
〇
一
ま
で
、

八
〇
三
、
八
〇
四
、
八
一
二
、
八
一
四
、
八
一
六
、
八

二
一
、
八
二
四
か
ら
八
二
六
ま
で
、
八
二
八
か
ら
八
三

〇
ま
で
、
八
三
六
、
八
四
四
、
八
四
六
、
八
四
七
、
八

四
九
か
ら
八
五
一
ま
で
、
八
五
四
、
八
五
六
、
八
五
九

の
二
、
八
六
〇
、
八
六
二
か
ら
八
六
四
ま
で
、八
七
二
、

八
七
五
、
八
八
〇
、
八
八
一
、
八
八
四
、
八
九
四
、
八

九
六
、
八
九
八
、
九
一
六
、
九
二
二
、
九
三
二
の
一
、

九
三
二
の
二
、
九
三
九
、
九
四
九
、
九
五
〇
、
字
山
口

谷
九
六
〇
、
九
六
七
、
九
六
九
、
九
七
〇
、
九
八
〇
か

ら
九
八
三
ま
で
、
一
〇
〇
六
、
一
〇
〇
九
、
一
〇
一
二

の
一
、
一
〇
一
二
の
二
、
一
〇
一
四
、一
〇
一
七
の
一
、

一
〇
四
六
、
一
〇
五
八
、
一
〇
六
〇
の
一
、
一
〇
六
一

の
一
、
一
〇
六
一
の
二
、
一
〇
六
四
、
一
〇
六
六
、
一

〇
七
一
か
ら
一
〇
七
四
ま
で
、
一
〇
七
七
、一
〇
七
八
、

一
〇
八
〇
、
一
〇
八
三
か
ら
一
〇
八
六
ま
で
、
一
〇
八

七
の
一
、
一
〇
九
〇
の
二
、
一
〇
九
四
、
一
〇
九
五
、

一
一
〇
九
、
一
一
一
〇
、
一
一
一
二
、
一
一
一
六
、
一

一
二
〇
か
ら
一
一
二
三
ま
で
、
一
一
二
八
の
二
、
一
一

四
〇
、
一
一
四
三
、
一
一
四
六
、
一
一
五
〇
、
一
一
五

六
、
一
一
五
七
、
一
一
六
四
、
一
一
六
六
、一
一
七
二
、

一
一
七
四
、
一
一
九
三
、
一
一
九
六
の
一
、
字
マ
ガ
畑

一
一
九
九
、
一
二
〇
三
の
一
、
一
二
〇
五
、一
二
〇
八
、

一
二
〇
九
の
一
、
一
二
一
〇
の
一
、
一
二
一
三
、
一
二

一
四
の
一
、
一
二
一
五
の
一
、
一
二
一
八
、
一
二
二
〇

の
一
、
一
二
二
四
の
一
、
一
二
二
五
、
一
二
二
九
、
一

二
三
七
か
ら
一
二
四
〇
ま
で
、
一
二
四
三
、
一
二
四
五

か
ら
一
二
四
七
ま
で
、一
二
五
〇
か
ら
一
二
五
三
ま
で
、

一
二
五
五
、
一
二
五
六
、
一
二
五
九
、
一
二
六
一
、
一

二
六
三
か
ら
一
二
六
七
ま
で
、
一
二
六
九
、一
二
七
一
、

一
二
七
三
か
ら
一
二
七
九
ま
で
、
一
二
八
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
及
び
嘉
麻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
立
木

の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

茂
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

]

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

茂
木
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

^

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

_

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

`

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。
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